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学会報告奨励賞選考報告

栗 　原　成 　郎

　ユ993年度 の研究発表会で は全部で 18本の 報告が な され たが 、 こ の うち学会賞

の 審査対象 とな っ た 若手研 究者の 発 表は 16点で あ っ た 。
い ず れ も内容豊か で 、

配布資料の 点で も詳細 で 情報量が 多 く、
よ く準備 され た研究 で あ り、 司会者の

評価 も概 して 高 く 、

一一
般 に好評 の 報告が 多か っ た の は 、 喜ば しい こ とで あ っ

た 。

　学会賞選考委 員会は 2 回 に わ た っ て 開催 され 、 16点 の 報告 を 、 学 問的重要

性 、 テ
ー

マ の 斬新 さとイ ン パ ク ト、 論旨の 明確 さ 、 論理 の 展開の 適正 さ、論証

の 説 得力、 関連分 野 に 閾す る充分 な知識 、 発表技術 の 角度か ら 、 慎重 に検討 し

た結果 、 研究成果 の 卓絶性の 面 に お い て 優秀賞 に該 当す る 秀抜 な発 表は 、残念

なが ら 、 今回は なか っ たが 、次 の 3 点 は 、 い ず れ も甲乙 つ けが た い 秀逸 な報告

と して 、順 位 な く、 奨励賞 に価 する と判断され た
。

武田 昭 文氏 「フ レー ブ ニ コ フ の ドラ マ チ ズム ニ 詩劇 「ア トラ ン テ ィ ス の 滅

亡』 をめ ぐっ て 」

臼 山利信氏 「述 語的用法 に お ける 形容詞 長語尾 形 お よび短語尾形の 意味特

徴 に つ い て 一 「…時 的特徴」 、　「恒常的特 徴」表示の し くみ 」

野 中進氏 「パ フ チ ン 論 ：〈 我〉／ 〈 他者 〉 とく 我 〉 一 く 汝 〉 の 二 つ の モ デ

ル 」

　武 田氏 は 劇的長 詩 『ア トラ ン テ ィ ス の 滅亡』の 構造分 析 を通 して フ レ ー ブ ニ

コ フ の ドラ マ に お ける 「声 の 演劇 」の 特 質を明 らか に し 、 テ ク ス ト解釈にお い

て 独 自の 見解 を示 し 、 その 内在 的優位性が高 く評価 され た 。

　El，1山氏 は 、 形 容詞 述 語 に お い て 長 語尾 形 は 「恒常 的特 徴 」 を、 短 語尾形 は

「一時 的特徴」 を表示する とい う定説化 され た見方 を疑問 と し、 当該の 問題 に

関す る学説 を入念 に 再検討 し 、 定説の 検証の た め に 、 モ ス ク ワ に お い て 65入 の

イ ン フ ォ
ーマ ン トに よ る独 自の ア ン ケ

ー
ト調査 を試み 、 その 調 査結 果 に 基づ い

て 報告 し、従来の 伝統 的な解釈 は 形容詞述語 の 語尾形式 に よる 表示機能の 現象
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的
一

面 を捉 えた説明 にす ぎな い こ とを明 らか に し 、 主語 とな る対象の 性 質や形

容詞 その もの の 性格が合わせ て考え られ るべ きもの で ある こ とを提唱 した 。 独

自の 調査 に 基づ く実証性 と説得力が 評価 され た 。

　野 中氏 は パ フ チ ン の 理 論 の 中心 的部分 を きわ め て 明確 に 整理 し、 ＜ fi＞ ／

＜ Apyroti ＞ と〈 fl＞
一

＜Tbl ＞ の 二 系列モ デ ル の それ ぞれ の 成立 と意味 を分析

し、
こ の 二 つ の 異 な る モ デ ル の 原理の 上 に ポ リフ ォ ニ イ小 説論 が 過渡期の 産物

と して 構築 され た 、 とす る独 自の 観点を提示 した 。 発表の 明晰性が な に よ りも

高 く評 価 され た 。

　なお 、

一
柳富美子氏の 報告 「ム ー

ソ ル グ ス キ イの オペ ラ 《ボ リ
ー

ス ・ゴ ドゥ

ノ ー
フ 》に 関す る

一
考察」、大須賀 史和氏 の 「ベ ル ジ ャ

ー
エ フ の 思想 に お ける

「認識 1 の 問題 」 も高 い 評価 を受 け 、 審査 の 最終段 階 まで ヒ記三 氏 の 報告 と

競 っ た こ と を、付言 して お く。
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